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 江越 貴文 論文内容の要旨 
 
 
主  論  文 
 
 
Effects of sandblasting, H2SO4/HCl etching, and phosphate primer on bond strength of 





（江越貴文 平 曜輔 添野光洋 澤瀬 隆） 




















で研削，または研削後サンドブラスト処理（0.45 MPa，15 秒間）を行い，70℃の 45wt%
硫酸と 15wt%塩酸の混合水溶液に 10 分間浸漬し，水洗，乾燥した．それぞれの表面
処理後，リン酸エステル系プライマー（エステニア C&B オペークプライマー，ク
ラレノリタケデンタル）を塗布し，前装用オペークレジン（エステニア C&B ボデ
ィオペーク OA3）を塗布後 90 秒間光照射し，コンポジットレジン（エステニア C&B 
デンチンボディ DA3）を前装し，180 秒間光照射し，110℃で 15 分間加熱重合した．
コントロールとしてサンドブラスト処理，酸処理，プライマー処理を行わなかった試
験片も準備した．試験片作製後 30 分間大気中に放置し，37℃蒸留水中に 24 時間浸漬
後，万能試験機（島津製作所）を用いてクロスヘッドスピード 0.5 mm/min にてせん
断接着強さを求めた．試料数各 8 個，有意水準 5%で分散分析と多重比較検定を行っ




ス）を用いて，任意に選んだ 8 か所の平均表面粗さ Ra，最大高さ Ry，10 点平均粗さ
Rz を測定し，それぞれ有意水準 5%で分散分析と多重比較検定を行った． 
 
 
結   果 
せん断接着強さは，#1000 研削群は○a 無処理（7.4 MPa），○b プライマー処理（14.7 MPa），
○c 酸処理（19.8 MPa），○d 酸処理とプライマー処理（24.1 MPa）であった．一方，サン
ドブラスト処理群は○e 無処理（15.6 MPa），○f プライマー処理（20.3 MPa），○g 酸処理
（24.6 MPa），○h 酸処理とプライマー処理（29.9 MPa）であり，○h の処理が有意に最も





研削（0.25 μm），②#1000 研削と酸処理（0.83 μm），③サンドブラスト処理（1.13 μm），
④サンドブラスト処理と酸処理（1.29 μm）であり，④の場合に有意に最も大きな値
を示した．Ry は①#1000 研削（10.58 μm），②#1000 研削と酸処理（19.62 μm），③サ
ンドブラスト処理（24.36 μm），④サンドブラスト処理と酸処理（18.95 μm）であり，













合に最も大きな値を示したが，Ry と Rz についてはサンドブラスト処理単独の場合に
最も大きな値を示した．これはサンドブラスト処理の後に酸処理を行うことによって
比較的高い凹凸のピークが減少して，より細かい凹凸が形成されたことを示唆してい
る．さらに SEM 観察の結果から，酸処理された表面は微細なアンダーカットの多い
表面形態になっていることも明らかとなった． 
以上より，チタン製フレームの前装用被着面処理として，サンドブラスト，酸処理
剤によるエッチング，プライマーの併用効果が示された． 
 
